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（青文字はリンクしています）

図：「広葉樹林化ハンドブック２０１
０」（森林総合研究所 平成２２年）よ
り

「広葉樹林化ハンドブック２０１２」
（森林総合研究所 平成２４年）

「イラスト 里山の手入れ図鑑」（全
国林業改良普及協会）

「相模原市の植生」（橋本図書館所
蔵）

写真：「広葉樹実生図鑑」（神奈川
県　自然環境保全センター 平成23
年）より

広葉樹林化

木材収穫を諦めて放置している針葉人工林が多くあります。これらの針葉樹林は広葉樹林化して豊かな森林に誘導

することもできます。

■抜き伐りによる広葉樹林化

はじめに、抜き伐りをして光を林内に入れて広葉樹の更新をして混交林にします。次に、広葉樹が成長したら針葉

樹を伐採して広葉樹林にしてゆきます。

更新方法は周囲の広葉樹からの天然更新（埋土種子、風散布種子、鳥散布種子等）が一般ですが、目標樹種を植栽

する場合もあります。

■広葉樹林化の目標林型

目標林型には次のようなものがありますが、明るさ等適切な条件を整えて目標樹種を誘導するのは難しい面があり

ます。

①低木を含む広葉樹林

・樹種を選ばない

・寿命が短い

②高木性の広葉樹林

・二次林的

・当面の目標にすると良い

③多種の広葉樹林

・原生林的

・時間がかかる

■ギャップによる広葉樹林化

「緑の目」とも言われますが、円形に皆伐した空間

（ギャップ）を作ると、光が十分に入りますのでそこに

広葉樹を誘導します。

針葉樹林が広い場合はパッチ状にギャップを作りますが、

天然更新は難しい面があります。

■稚樹名の判別

生育した樹木でも樹種を判別するのは難しい場合がありますが、稚樹は

なおさらです。稚樹専用の図鑑がありますので、それらで確認できます。

■潜在自然植生

人の手が一切加わらなくなった時に、最終的にその土地本来の樹種で形

成される森を想定したもので、鎮守の森のような照葉樹林になります。

相模原市の平地部の潜在自然植生は常緑広葉樹のシラカシ群集とされて

います。

■シカ対策

現在シカが高密度化して新芽や下草などの食害がありますので、シカが

出現するエリアでは対策が必要です。

ギャップ

http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/2nd-chuukiseika22.html
http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/2nd-chuukiseika22.html
http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/2nd-chuukiseika22.html
http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/2nd-chuukiseika22.html
http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/2nd-chuukiseika22.html
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/3rd-chuukiseika1.html
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/3rd-chuukiseika1.html
http://www.ringyou.or.jp/publish/detail_468.html
http://www.ringyou.or.jp/publish/detail_468.html
http://www.agri-kanagawa.jp/sinrinken/tebiki.html
http://www.agri-kanagawa.jp/sinrinken/tebiki.html
http://www.agri-kanagawa.jp/sinrinken/tebiki.html
http://www.agri-kanagawa.jp/sinrinken/tebiki.html
http://www.agri-kanagawa.jp/sinrinken/tebiki.html

